
 

 

 

 

統   計 
 

お が わ 

平成２８年度版 

 

小 川 町 



 

 

小川町章 

 小川町は、和紙の産地であるので「小」の字を、巻紙風に作画し将

来における調整の力強い飛躍発展を末広がりに表現し、「川」は、住

民の和合、円満併せて清流を象徴したものです。 

小川町章審査会 昭和50年1月23日決定 



はじめに

ここに、平成 ８年度版「統計おがわ」を刊行いたします。

本書は、小川町の人口、産業、経済、福祉、教育、財政などの各分

野にわたる基本的な統計資料を収集し、本町の行政施策の基本資

料として、町勢の進展状況を明確に把握しようとするものです。

小川町では、平成２８年度を初年度として、１０年間の長期的な展

望のもと、まちづくりの最も基本となる指針を示す「小川町第５次総合

振興計画」を策定しました。目指すべき将来像である、“自然の恵み

と文化を未来につなぐ、人が輝くまち おがわ”の実現に向けて、さま

ざまな施策を推進しております。これらの各種行政施策及び社会活

動や経済活動など多方面での参考資料として、また、手近な統計資

料として広くご活用いただければ幸いに存じます。

おわりに、本書の刊行にあたり、貴重な資料をご提供いただいた関

係各位に対しまして、厚く御礼申し上げるとともに、今後ともご指導ご

協力を賜りますようお願い申し上げ、刊行の言葉といたします。

平成２９年３月

  小川町長  松 本 恒 夫 



小川町民憲章

わたくしたちの小川町は、恵まれた自然環境の中で、古く

から産業をはぐくみ、ゆたかな伝統と歴史を持っています。

わたくしたちはこの町に住むことを誇りとし、力を合わせ

て、より明るく豊かな住みよい郷土を作ることを誓い、ここに

町民憲章を定めます。

   １ 自然を愛し 環境を整え 

        美しい町をつくりましょう 

 

   １ きまりを守り 互いに助け合い 

        明るい町をつくりましょう 

 

   １ 教養を高め スポーツに親しみ 

        心ゆたかな町をつくりましょう 

 

   １ 勤労をとうとび 産業をおこし 

        伸びゆく町をつくりましょう 

 

   １ としよりを敬い 若い力を育て 

        平和な町をつくりましょう 

昭和５７年４月２８日制定



利 用 上 の 注 意

１ 本書は、小川町の町勢全般にわたる基本的な統計資料を収録しまし

た。

２ 本書は、主に平成 年から平成 年までの資料を中心に収録しまし

た。

３ 資料は、町役場各課等、諸官公庁、民間諸団体及び実施された諸統計

調査等の資料を基に編集し、資料の出所、調査年月日は各表左下に表示

しました。

４ 統計表中、「年次」とあるのは暦年（ 月～ 月）を、「年度」と

あるのは会計年度（ 月～翌年 月）を示します。

５ 統計表中の数字については、単位未満四捨五入を原則としたため、総

計と内訳の計とが一致しない場合があります。

６ 統計表の符号は次のとおりです。

「―」 該当数字無し

「…」 資料なし又は不明

「０」 単位未満

「△」 負数または減少（ただし、温度の場合は「－」表示）

「Ｘ」 秘密保護上、公表を差し控えたもの

７ 統計資料についての疑義は、小川町政策推進課まで、照会してくださ

い。

小川町 政策推進課

【電話】 － － （代表）
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小川町の概要

町 制 施 行 昭和 年 月 日

位 置 北緯 度 分 秒 東経 度 分 秒

標 高 ｍ

面 積 ｋ㎡

人 口・世 帯 国 勢 調 査 人口 人（平成 年 月１日現在）

世帯数 世帯（平成 年 月 日現在）

住民基本台帳 人（平成 年 月 日）

町 の 木 けやき

町 の 鳥 メジロ

町 の 花 福寿草

国勢調査人口と住民基本台帳人口の違いはなに？国勢調査人口と住民基本台帳人口の違いはなに？国勢調査人口と住民基本台帳人口の違いはなに？

国勢調査は、 年に 回行われる基幹統計調査とよばれる重要な調査

で、日本に住む全ての世帯を対象とした調査です。

一方、住民基本台帳とは、住民登録されている方の住民票を編成した

もので、そこから割り出したものが住民基本台帳人口です。しかし、中

には住所を変更しないまま転居してしまう方がいるため、国勢調査の結

果との間に違いが生じてしまうのです。

このように、より正確なデータを把握するため、基幹統計調査は重要

な役割を担っています。（人口：本書 ページ）
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沿 革

昭和３０年２月１１日、比企郡小川町、大河村、竹沢村、八和田村の１町３村を合併

し、あらたに小川町を設置した。

昭和３１年１月１日、境界変更により、大里郡寄居町大字西古里、鷹巣の各一部を小川

町に編入する。

昭和６０年１月１日及び６３年２月１日、境界変更により、比企郡嵐山町大字古里の一

部を小川町に、小川町大字西古里の一部を嵐山町に編入する。

平成１２年１０月１日、境界変更により、嵐山町大字越畑の一部を小川町に、小川町大

字上横田の一部を嵐山町に編入し、同じく境界変更により、寄居町大字西古里の一部を小

川町に、小川町大字能増の一部を寄居町に編入する。

位 置 と 面 積

埼玉県の中央部よりやや西に位置する。東は嵐山町、南はときがわ町、西は秩父郡

東秩父村、北は大里郡寄居町に接し、面積 ｋ㎡。 役場庁舎は、北緯 度

分 秒、東経 度 分 秒で、標高 ｍに所在している。

地 勢

外秩父の関東山地と関東平野が接する位置にあるため、地形、地質ともにきわめて

変化に富んでいる。地形の高低差は ｍあり、その中に山地、丘陵、台地、低地と

いった様々な地形を見ることができる。町の地形は、西が高く東に向かって低くなる

傾向にある。

山地は、町の西南に位置する最高峰の堂平山を頂点として、東は仙元山、西は笠山

や官ノ倉山、町の北西部に位置する金勝山へと連なる。これらの山々が町の中心地を

囲むように連なることで、小川盆地を形成している。

主要な河川は、槻川、兜川、市野川の つである。笠山及び東秩父村に源流をもつ

槻川、金勝山の麓に源流をもつ兜川は、盆地の中心部で合流し、曲流しながら町の東

側へ流れ出る。寄居町の丘陵部に源流をもつ市野川は、町の北東から嵐山町との境界

に沿い東側へ流れ出る。これらの河川及び小川盆地によって形成される低地や台地に

は、市街地や豊かな田畑が広がっている。

※主な山の標高（標高順）

堂平山… ｍ 笠山… 官ノ倉山… ｍ 仙元山… 金勝山… ｍ

※標高最低点は、市野川河床の
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土地・気象

面積： ｋ㎡。県内６３市町村中１９位（平成２７年）

気象：埼玉県は年間快晴日数全国１位
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変遷年月日 内 容 面積（ｋ㎡）

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

昭和 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

小川町・八和田村・竹沢村及び大河村を廃し小川町を置く。

大里郡寄居町大字西古里・鷹巣の一部を小川町に編入。

嵐山町大字古里の一部を小川町に編入。

小川町大字西古里の一部を嵐山町に編入。

嵐山町大字古里の一部を小川町に編入。

小川町大字西古里の一部を嵐山町に編入。

昭和 年全国都道府県市区町村別面積調改正。

平成 年全国都道府県市区町村別面積調改正。

平成 年全国都道府県市区町村別面積調改正。

嵐山町大字越畑の一部を小川町に編入。

小川町大字上横田の一部を嵐山町に編入。

寄居町大字西古里の一部を小川町に編入。

小川町大字能増の一部を寄居町に編入。

平成 年全国都道府県市区町村別面積調改正。

町域の変遷

地目別面積の推移

地 目

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

面積

(ｋ㎡)

構成比 面積

(ｋ㎡)

構成比 面積

(ｋ㎡)

構成比 面積

(ｋ㎡)

構成比 面積

(ｋ㎡)

構成比

総面積

田

畑

宅地

池沼

山林

原野

雑種地

その他

資料：税務課 各年１月１日現在
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年別気象概況

年次

平成

気温 (℃） 湿度

平均

（％）

風速 雨量
降雨の

あった日数平均 最高 最低
平均

（ ｓ）

最大瞬間

（ ｓ）

年間積算

（ ）

時間最大

（ ）

年 －

年 －

年 －

資料及び観測：比企広域消防本部小川消防署

※日積算で ｍｍ以上の降雨が観測された日数を、降雨のあった日数とした。

月別気象概況（平成 年）

月

気温（℃） 湿度

平均

（％）

風速 雨量
降雨の

あった日数平均 最高 最低
平均

（ ｓ）

最大瞬間

（ ｓ）

月間積算

（ ）

時間最大

（ ）

月 －

月 －

月 －

月

月

月

月

月

月

月

月

月 －

資料及び観測：比企広域消防本部小川消防署

気象の注意報・警報の受理状況（平成 年）  （単位：件）

月
強風 暴風 乾燥 大雨 洪水 雷 濃霧 霜 大雪 着雪 風雪 低温

注意報 警報 注意報 注意報 警報 注意報 警報 注意報 注意報 注意報 注意報 警報 注意報 注意報 注意報

計 － － － － －

月 － － － － － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － －

月 － － － － － － － －

月 － － － － － － － － － － －

月 － － － － － － － － － －

資料：比企広域消防本部消防年報

※東松山市に発令されたもの。
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人口・労働力 

人口： 人。県内６３市町村中４７位。２３町村中７位（平成２７年）

人口密度（１ｋ㎡当たり）： 人。県内６３市町村中５０位。２３町村中１１位（平成２７年）
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国勢調査人口の推移

年   次
面   積 世帯数

（世帯）

人 口 （人） 一世帯 １ｋ㎡当り

（ｋ㎡） 計 男 女 平均人員 世    帯 人    口

大正 年

〃

昭和 年 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成  年

〃

〃

〃

資料：国勢調査  各年１０月１日現在 

年齢階層別人口

区    分 昭和 年 平成 年 平成７年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

人口総数 （人）

年少人口( ～ 歳)

生産年齢人口( ～ 歳)

老年人口( 歳以上)

人口割合（％）

年少人口( ～ 歳)

生産年齢人口( ～ 歳)

老年人口( 歳以上)

資料：国勢調査  各年１０月１日現在

※人口総数には、年齢不詳を含む。
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住民基本台帳人口の推移

年
世帯数

（世帯）

人        口 （人） 一世帯 １ ｋ㎡ 当 り

総数 男 女 平均人員 世   帯 人   口

昭和

平成 元

資料：町民課 各年末現在      

※住民基本台帳法の改正により、平成２４年から外国人住人を含む。
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５歳階級別男女別人口の推移 （単位：人）

区  分

平成１２年 平成１７年 平成２２年 平成２７年

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

総数

～ 歳

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳以

上
－ － －

不  詳 －

資料：国勢調査 各年１０月１日現在
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外国人人口の推移 （単位：人）

年 外国人人口 年 外国人人口

平成 元

資料：町民課 各年末現在      

人口動態の推移 （単位：人）

年  次
住民基本

台帳人口

自然増減 社会増減

出  生 死  亡 増  減 転  入 転  出 増  減

平成

△

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

△ △ 

資料： 町民課 

※住民基本台帳人口は各年末現在。平成 年から外国人住人を含む。

自然増減や社会増減ってなに？自然増減や社会増減ってなに？

自然増減とは、出生と死亡による人

口の増減のことです。出生数が死亡数を

上回れば増加、下回れば減少ということ

になります。

一方で社会増減とは、転入と転出によ

る人口の増減のことです。

下の表「人口動態の推移」は、各年

年間の自然増減と社会増減をまとめたも

のです。
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昼夜間人口比率の推移
年次

（平成）
昼夜間人口比率

資料：国勢調査  各年 月 日現在

昼夜間人口比率ってなに？昼夜間人口比率ってなに？

昼夜間人口比率とは、夜間人口（町の在住人口） 人に対す

る昼間人口（通勤通学によって増減した人口）のことです。

また、下の表「流入流出人口の状況」は、他市町村から小川町

に従業、通学している人口（流入人口）と、小川町から他市町村

へ従業、通学している人口（流出人口）をまとめた表です。

埼玉県全体の昼夜間人口比率は （平成 年）で、通勤通

学で隣接する都県に流出する人口が、流入する人口を上回ってい

ることがうかがえます。

流入流出人口の状況( 歳以上従業地・通学地別） （単位：人）

区          分
流入人口

区          分
流出人口

計 就業者 通学者 計 就業者 通学者

計 計

（県内計）常住地 （県内計）従業･通学地

寄居町 東松山市 

東松山市 嵐山町

嵐山町 川越市

ときがわ町 熊谷市

熊谷市 寄居町

深谷市 滑川町

東秩父村 ときがわ町

滑川町 深谷市

坂戸市 坂戸市

川越市 毛呂山町 

鶴ヶ島市 越生町

毛呂山町 東秩父村 

鳩山町 狭山市

越生町 鶴ヶ島市 

吉見町 吉見町

秩父市 日高市

本庄市 本庄市

鴻巣市 ふじみ野市 

行田市 新座市

その他の市町村 その他の市町村

（他県計）常住地 （他県計）従業･通学地

東京都 東京都

群馬県 群馬県

神奈川県 神奈川県 

その他の都道府県 千葉県

栃木県

茨城県

その他の都道府県

資料：国勢調査  平成 年 月 日現在 ※計には不詳を含む。



17

町丁字別人口

区 分

世帯数

（世帯）

総数

（人）

男

（人）

女

（人） 区 分 世帯数 総数 男 女

総 数 原川

本一 笠原

本二 靭負

仲町 木部

稲荷町 下勝呂

錦町 上勝呂

相生町 木呂子

大関町 深田

松若町 上横田

緑町 下横田

旭町 中爪

幸町 奈良梨

栄町 能増

春日町 高見

大塚一 高谷

下小川一 伊勢根

下小川二 西古里

下小川三 東小川１丁目

下里一 東小川２丁目

下里二 東小川３丁目

下里三 東小川４丁目

下里四 東小川５丁目

池田 東小川６丁目

角山中 みどりが丘１丁目

角山上 みどりが丘２丁目

大塚二 みどりが丘３丁目

大塚三 みどりが丘４丁目

神明町 みどりが丘５丁目

青下見田 ひばりが丘 丁目 － － － －

青下二 ひばりが丘 丁目 － － － －

青下畑中 ひばりが丘 丁目 － － － －

腰越一

腰越二

腰越中

腰越上

青上

古寺

増尾

飯田

青下田島

資料：町民課 平成 年 月末現在
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産業別就業者数の推移

産業（大分類）
平成１７年 平成２２年

計（人）
構成比

（％）
男（人） 女（人） 計 構成比 男 女

総       数

第  一  次  産  業

農  業

林  業

漁  業

第  二  次  産  業

鉱  業

建設業

製造業

第  三  次  産  業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸、郵便業

卸売、小売業

金融 、保険業

不動産、物品賃貸業

学術研究、専門、技術サービス業

宿泊、飲食サービス業

生活関連サービス、娯楽業

教育、学習支援業

医療、福祉

複合サービス事業

サービス業(他に分類されないもの)

公務(他に分類されないもの）

分類不能の産業

資料：国勢調査 各年 月 日現在 

※学術研究、専門、技術サービス業及び生活関連サービス、娯楽業は平成 年より大分類項目に追加。 
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農業・林業

総農家数： 戸。県内 市町村中 位。（平成 年）

※総農家数とは、販売農家数と自給的農家数を合わせた数のこと。
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農家数と農家人口の推移    

年

（平成）

農家数（戸） 農業就業人口（人）

計
販売農家 販売農家 自給的農家

計 男 女
（専業） （兼業）

資料：農林業センサス 各年 月１日現在  

経営耕地面積別農家数の推移  （単位：戸）

年

（平成）

総数

販 売 農 家

自給的

農  家計
未満

～ ～ ～ ～ ～
以上

－

資料：農林業センサス 各年 月１日現在

農家経営耕地面積の推移  （単位： ）

年

（平成）

経営耕地

総面積

経営耕地

面積（販売

農家）

田

(販売農家)

畑

(販売農家)

樹園地

(販売農家)
うち調査日前

一年間作付し

なかった田

うち調査日前

一年間作付し

なかった畑

１７

２２

２７

資料：農林業センサス 各年２月１日現在

単位の「単位の「 」ってなに？」ってなに？

「 」とは、ヘクタール（ ）と読み、面積を表す単位です。１ は

㎡（ ０．０１ｋ㎡）です。 ｍ四方の土地が１ ということにな

りますから、かなり広い面積を表す時に用いられます。小川町の総面積をヘク

タールに換算すると、 です。
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家畜を販売目的で飼養している経営体数と飼養頭羽数 

年

（平成）

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏

飼育

経営体数

飼育

頭数

飼育

経営体数

飼育

頭数

飼育

経営体数

飼育

頭数

飼 養

経営体数

飼育

頭数

－ － － －

資料：農林業センサス 平成２７年２月１日現在 

主要農産物収穫量の推移

農 作 物
平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年

作付面積

（ ）

収穫量

（ｔ）

作付面積

（ ）

収穫量

（ｔ）

作付面積

（ ）

収穫量

（ｔ）

作付面積

（ ）

収穫量

（ｔ）

水稲

小麦

六条大麦 ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ

二条大麦 ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ

そば

なたね ― ― ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ ｘ

大豆

資料：関東農政局 埼玉農林水産統計年報

農業用機械の所有経営体数と所有台数の推移（販売農家）

年

（平成）

動力田植機 トラクター コンバイン

農家数

（戸）

台数

（台）

農家数

（戸）

台数

（台）

農家数

（戸）

台数

（台）

資料：農林業センサス 各年２月１日現在 

林家数及び保有山林面積

年

（平成）
林 家 数（戸） 

保有山林面積

（ ）

資料：農林業センサス 各年２月１日現在

※林家とは、調査期日において 以上の山

林を保有する世帯のこと。
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事業所・商工業

民営事業所数： 事業所。県内６３市町村中４４位。２３町村中３位（平成２６年）

製造品出荷額等： 億 万円。県内６３市町村中４７位。２３町村中１０位（平成２５年）

卸売業小売業年間商品販売額： 億 万円。県内６３市町村中５０位。２３町村中１０位

（平成２６年）
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民営事業所数及び従業者数の推移

産業大分類
平成 年 月 日現在 平成 年 月 日現在 平成 年 月 日現在

事業所数 従業者数 人 事業所数 従業者数 事業所数 従業者数

全 産 業 総 計

農 林 漁 業

鉱，採石，砂利採取業

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運  輸  業 ，郵  便  業

卸 売，小 売 業

金 融，保 険 業

不 動 産 業， 物 品 賃 貸 業

学術研究，専門・技術サービス業

宿 泊，飲食サービス業

生活関連サ ー ビ ス，娯楽業

教 育 ， 学 習 支 援 業

医 療 ， 福 祉

複  合  サ ー ビ ス  事 業

ｻｰﾋﾞｽ業(他に分類されないもの)

資料：経済センサス 基礎調査、経済センサス 活動調査

※全産業総計には、事業内容等不詳を含む。

経済センサスってなに？経済センサスってなに？

経済センサスとは、国内に存在する全ての事業所・企業を対象にした、平成 年から

行われている比較的新しい基幹統計調査です。「経済の国勢調査」とも呼ばれていま

す。事業所・企業の基本的構造を明らかにする「経済センサス 基礎調査」と、事業所・

企業の経済活動の状況を明らかにする「経済センサス 活動調査」の つがあり、２～３

年周期で交互に行われています。得られた統計データは、細かく集計、分類され、国内

総生産（ ）をはじめとする我が国の貴重な経済指標として、活用されます。
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従業者規模別民営事業所数及び従業者数 

産 業 大 分 類 

総 数 従業者 ～ 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 人以上
派遣・下請

従業者のみ

事 従 事 従 事 従 事 従 事 従 事 従 事

業 業 業 業 業 業 業 業 業 業 業 業 業

所 者 所 者 所 者 所 者 所 者 所 者 所

数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数 数

全 産 業

農 林 漁 業 － － － － －

鉱，砕石，砂利採集業 － － － － － － － － －

建 設 業 － － －

製 造 業 －

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － － － － － －

情 報 通 信 業 － － － － － － －

運 輸 郵 便 業

卸 売 ，小 売 業

金 融 ，保 険 業 －

不動産，物品賃貸業 － － － － －

学術研究，専門・技術

サービス業
－ － － － －

宿泊，飲食サービス業 －

生活関連サービス，娯楽業 － － －

教育，学習支援業 － － －

医 療 ，福 祉 －

複合サービス事業 － － － － －

サービス業(他に分類されな

いもの)

資料：経済センサス 活動調査 平成 年 月 日現在 

※民営事業所のみ。

※事業内容不詳を含まない。

産業大分類ってなに？産業大分類ってなに？

経済センサスなど、事業所に関する統計調査で得られた膨大なデータは、集計過程で事業の内容

に応じ細かく分類されます。産業大分類とは、最も大雑把で基本的な分類です。中分類や小分類で

は、各項目がさらに細かく分けられます。大分類の項目には分かりづらいものもありますが、主な

具体例は次のとおりです。

「運輸，郵便業」…鉄道会社、タクシー会社、バス会社、航空会社、運送代理業など

「学術研究，専門・技術サービス業」…研究施設、法律事務所、芸術家、通訳翻訳家、コンサルタント業など

「生活関連サービス，娯楽業」…理容室、美容室、クリーニング店、旅行会社、映画館、ボウリング場など

「複合サービス事業」…郵便局、協同組合など

「サービス業（他に分類されないもの）」…廃棄物処理業、人材派遣会社、機械等修理業、政治団体など
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商業の推移（卸売・小売業）

年     月 事業所数
従業者数

（人）

年間商品販売額

（百万円）

昭和 年 月

・

・

・

・

・

・

・

・

・

平成 年 月

・

・

・

・

・

・

・

資料：商業統計調査  各１日現在

※平成 年から平成 年の間は調査を実施していない。

卸売業計・小売業中分類別集計

卸売業計・小売業中分類 事業所数
従業者数

（人）
年間商品販売額

（百万円）

卸売業計

小売業計

織物・衣服・身の回り品小売業

飲食料品小売業

機械器具小売業

その他の小売業

無店舗小売業

資料：商業統計調査 平成 年 月 日現在

小売業中分類ってなに？小売業中分類ってなに？

中分類とは、大分類よりも細かい分

類のことです。さらに小分類、細分類

に細かく分類されます。小売業中分類

の主な販売商品例は次のとおりです。

「織物・衣服・身の回り品小売業」…

衣服、靴、かばん、寝具、装身具など

「飲食料品小売業」…

飲食料品 自事業所で製造していないもの

「機械器具小売」…

自動車、家庭用電化製品など

「その他の小売業」…

医薬品、たばこ、書籍、金物、家具など

「無店舗小売業」…

通信販売や自動販売機等で販売するもの
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工業の推移（従業者数 人以上）

年

（平成）

事業所数 従業者数（人） 製 造 品

合計
人

以下

人

以上
計 男 女

出荷額等

（万円）

資料：工業統計調査  各年末現在

工業産業中分類別集計（従業者数４人以上） 

産業中分類
事業所数 従業者数（人） 製造品出荷額等

（万円）合計 人以下 人以上 計 男 女

計

食料品

飲料・飼料 －

繊維 －

木材・木製品 －

家具・装備品

パルプ・紙

印刷 －

化学

石油・石炭 － － － － － － －

プラスチック製品

ゴム製品 －

なめし革 －

窯業・土石 －

鉄鋼 －

非鉄金属 －

金属製品

はん用機械器具

生産用機械器具 － － － － － － －

業務用機械器具 －

電子部品・デバイス・電子回路 － － － － － － －

電気機械器具 －

情報通信機械器具 －

輸送用機械器具

その他の製品

資料：工業統計調査  平成２６年末現在 

製造品出荷額等ってなに？製造品出荷額等ってなに？

製造品出荷額等とは、

「製造品出荷額」

「加工賃収入額」

「修理料収入額」

「製造工程から出たくず及び

廃物等の販売額」

及びその他の収入額の合計の

ことです。
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小川町の伝統産業 
 

小川町には、長い歴史の中で培われた伝統が息づいています。なかでも、和紙、清酒、建具、絹などの

伝統産業は特に知られ、貴重な観光資源となっています。

これらの産業は、主に２つの特徴によって支えられ、栄えてきました。１つ目は、小川町特有の自然環

境です。町を囲む森林、澄んだ河川や豊富な地下水、盆地にみられる四季の寒暖の差など、資源や環境に

恵まれています。 つ目は、東京などの近郊都市との近い位置関係です。伝統産業の多くは、かつては農

家の副業として営まれていましたが、江戸などからの高い需要に後押しされ、町を代表する産業へと発展

しました。

県内の伝統的手工芸品を一堂に集めた埼玉伝統工芸会館や、じっくりと和紙の研修ができる小川町和紙

体験学習センターでは、こうした伝統産業の一端に触れることができます。

小川和紙 

年以上の歴史を持つといわれる小川和紙は、江戸時代には商人の大福帳等として需要が拡大し、

小川を中心とした村むらは一大産地となりました。乾燥した日の晴天は紙の仕上げに最適で、上質で高級

な和紙ができることから「ぴっかり千両」の名が生まれました。

明治、大正、昭和の時代には 戸にもおよんだ紙漉き工房が社会の需要にこたえてきました。時代

とともに機械化され、手漉き和紙の生産量は減少しましたが、細川紙に代表される高い工芸技術は、

年に国の重要無形文化財に指定され、また、 年には島根県の石州半紙、岐阜県の本美濃紙と

共に埼玉県においては初のユネスコ無形文化遺産に登録され、大切に守り続けられています。

和紙の持つ素朴さや風合い、柔らかく光を通す美しさなどを活かして、美術工芸や建築資材としても注

目されています。
 

清酒 

 酒造りに適した良質の水と盆地独特の気候を持つ小川町は、名醸地として関東灘の異名を持っていま

す。赤レンガの煙突やどっしりとした酒蔵は、その歴史を物語っています。現在も 軒の蔵元が伝統の技

術を継承し、全国的にも評価の高い銘酒を造り続けています。

 

小川絹 

 山間地と畑が多い小川近郊は桑の栽培に適しており、早くから養蚕が行われていました。小川絹の機織

技術は帰化した高麗人によってもたらされ、武蔵絹として古い歴史があります。

小川の絹織物は江戸の需要拡大を受けて発展し、さらに 年には京都の専売であった赤の染色に成

功したことで名声を高めました。時代の変遷に大きく左右されながらも、着物の裏地として使用される小

川絹を守ってきました。現在も絹の染工場や地元問屋が絹製品を取り扱っています。
 

小川建具 

建具の歴史は古く、旧都幾川村の慈光寺の造営に携わった宮大工たちによって始められたといわれ、比

企地方の西部や小川周辺の山林から産出される良質の杉や檜材を加工して建具を生産したのが発祥とされ

ています。その後「小川の建具」として販路が広がり、小川木材建具工業協同組合を結成して埼玉県の特

定生産地として位置づけられました。

近年の生活様式の変化、木材価格の低迷で木材建具を取り巻く情勢は変革を余儀なくされていますが、

細工を施した障子や個々の要望に応じた製品の開発で地場産業の一角を担っています。
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住宅・水道
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家屋の利用状況

区 分
平成２７年 平成２８年

棟   数 床面積（㎡） 棟   数 床面積（㎡）

木

造

合計 

専用住宅

共同住宅

併用住宅

旅館 ･料亭 ・ホテル

事務所・銀行・店舗

劇場・病院

工場 ・倉庫

土蔵

付属家

非

木

造

合計 

事務所・店舗・百貨店・銀行

住宅 ・アパート

病院 ・ホテル

工場 ・倉庫・市場

その他

資料：税務課  各年１月１日現在

町営住宅の概要

住 宅 名 所 在 地 戸 数 構 造 建設年度 間 取 り
住戸専

用面積

（㎡）

久保田住宅 大塚 － 中層 階建 平成 年  ３ＤＫ

中耕地住宅２ＤＫ 角山 － 中層 階建 平成 年 ２ＤＫ

中耕地住宅３ＤＫ 〃 中層 階建 平成 年 ３ＤＫ

八幡台住宅 増尾 簡易 階建 昭和 年 ３ＤＫ

八幡台住宅 〃 木造平屋 昭和 年 ２Ｋ

南住宅 腰越 木造平屋 昭和 年 ２Ｋ

南住宅 〃 木造平屋 昭和 年 ２Ｋ

木部住宅 木部 － 簡易 階建 昭和 年 ２ＤＫ

南里住宅Ａタイプ 増尾 － 中層 階建 平成 年 ３ＤＫ

南里住宅Ｂタイプ 〃 中層 階建 平成 年 ３ＤＫ

八幡東住宅２ＤＫ 角山 木造 階建 平成 年 ２ＤＫ

八幡東住宅３ＤＫ 〃 木造 階建 平成 年 ３ＤＫ

八幡北住宅 角山 － 木造平屋 昭和 年 ２Ｋ

引揚者住宅 大塚 木造平屋 昭和 年 ２Ｋ

資料：都市政策課  平成２８年９月１日現在
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住居の種類・住宅の所有の関係

住 居 の 種 類
世帯数

（世帯）

世帯人員

（人）

世帯当たり

人員（人）

平成 年

一般世帯計

住
宅
に
住
む
世
帯

持ち家

公営・公団・公社の借家

民営の借家

給与住宅

間借り

住宅以外に住む一般世帯

平成 年

一般世帯計

住
宅
に
住
む
世
帯

持ち家

公営・公団・公社の借家

民営の借家

給与住宅

間借り

住宅以外に住む一般世帯

平成 年

一般世帯計

住
宅
に
住
む
世
帯

持ち家

公営・公団・公社の借家

民営の借家

給与住宅

間借り

住宅以外に住む一般世帯

資料：国勢調査  各年１０月１日現在 
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建築確認申請件数 （単位：件）

年   度

（平成）
総計

建   築   確   認 道 路 位 

置 指 定
工作物

計 新  築 改  築 増  築

２３

２４

２５

２６

２７

資料：都市政策課 埼玉県川越建築安全ｾﾝﾀｰ東松山駐在台帳

開発許可等申請件数 （単位：件）

年   度

（平成）

申 請 内 訳

計 ２９条 ３５条の２ ３６条 ３７条 ４２条 ４３条 省令６０条

２７

資料：都市政策課 

※開発許可事務は平成 年より町に権限移譲。

都市計画用途地区別面積

区 分 面積（ ） 割 合（％）

合   計 

市街化区域計

用途地域 

第一種低層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第一種住居専用地域

第二種住居専用地域

近隣商業地域

商業地域 

準工業地域 

工業地域 

市街化調整区域

資料：都市政策課 平成２８年９月１日現在 
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水道事業の概要

年度

（平成）

行政区域内  

年度末人口

（人）

給水人口

（人）

普及率

（％）

年間給水量

(立方ﾒｰﾄﾙ)

一日平均

給 水 量

(立方ﾒｰﾄﾙ)

配   水   量 （立方ﾒｰﾄﾙ） 

年     間 一日平均 一日最大

資料：上下水道課 

用途別給水状況 （単位：立方ﾒｰﾄﾙ、下段（ ）内は件数）

区分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総  数

家庭用

営業用

会社用

官公署

臨時用

学校用

病院用

その他

資料：上下水道課
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（１）下水道

年度

（平成）

住民基本

台帳人口

（人）

下水道

計画人口

（人）

計画面積

（ ）

区域面積

（ ）

区域内

人口

（人）

普及率

（％）

水洗化

人口

（人）

水洗化率

（％）

資料：上下水道課

※住民基本台帳人口は各年度末。外国人人口を含む。

（２）農業集落排水

年度

（平成）

計画処理

区数

計画戸数

（戸）

供用処理

区数

処理区域内

戸数

処理戸数

（戸）

全体普及率

（％）

処理区域内

普及率

（％）

資料：上下水道課 

下水道等の普及状況
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運輸・観光

千人当たり自動車保有車両数（軽自動車を除く）： 台。県内６３市町村中２０位（平成２７年）

千人当たり軽自動車保有車両数： 台。県内６３市町村中１７位（平成２７年）
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（２）軽自動車 （単位：台）

年

平成

総数

原動機付自転車 軽  自  動  車

小
型
二
輪

小型特殊

ミ
ニ
カ
ー

計

第一種 第二種乙 第二種甲

計 二輪 三輪

四輪

農耕用 その他
～

～ ～
乗用 貨物

－

－

－

－

－

（１）自動車 （単位：台）

年

平成

総数

貨  物  自  動  車
乗合

車

乗用車
特種

用途車

大型

特殊車

小型

二輪普通 小型
被けん

引車
普通 小型

資料:関東運輸局埼玉陸運支局熊谷自動車検査登録事務所  各年３月３１日現在 

自動車登録台数の推移

資料：税務課 各年 月 日現在
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町道の状況

区分 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

路線数

総延長（ｍ）

未使用延長（ｍ）

改良済延長（ｍ）

改良率（％）

舗装済延長（ｍ）

舗装率（％）

道路面積（㎡）

道路敷地面積（㎡）

自動車交通不能延長

（ｍ）

踏切箇所数

資料：建設課

国道・県道の延長

道路種別 路線番号 路線名 実延長（ｍ）

一般国道 －

主要地方道 熊谷秩父小川線

飯能寄居線

一般県道 本田小川線

小川町停車場線

西平小川線

赤浜小川線

菅谷寄居線

合計 路線数計

資料：建設課 平成 年 月 日現在

橋梁の状況
区 分 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年

総延長(ｍ)

本数合計(本)

木  橋

永久橋

混合橋 － － － － －

資料：建設課  各年４月１日現在 

※町の管理する橋梁のみ。陸橋も含む。

「永久橋」「混合橋」ってなに？「永久橋」「混合橋」ってなに？

橋梁は、その材質によりいくつか

の種類に分けられます。

鋼橋やＲＣ橋 鉄筋コンクリート

橋 、ＰＣ橋 プレストレストコンク

リート橋 などの橋梁を、ここでは

「永久橋」と総称しています。

また、鋼やＲＣ、ＰＣなど複数の

材質を持つ橋を「混合橋」と総称し

ていますが、現在町の管理する橋梁

には存在しません。



44

小川町駅月別乗車人員 （単位：人）

区 分
平成１７年 平成２２年 平成２７年

東武鉄道 東日本旅客鉄道 東武鉄道 東日本旅客鉄道 東武鉄道 東日本旅客鉄道

総  数

１日平均

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

月 … … …

資料：東武鉄道株式会社、東日本旅客鉄道株式会社

※東日本旅客鉄道株式会社は月計を公表していないため記載していない。

駅別年間乗車人員の推移 （単位：人） 

区    分
平成１７年 平成２２年 平成２７年

計 東武鉄道 東日本 計 東武鉄道 東日本 計 東武鉄道 東日本

小川町駅

東武竹沢駅 － － －

竹沢駅 － － … … …

資料：東武鉄道株式会社東上営業支社、東日本旅客鉄道株式会社高崎支社

※東日本旅客鉄道株式会社は平成 年の無人駅乗車人員を公表していない。
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郵便物取扱状況(郵便事業株式会社小川支店受持区域内) （単位：通）

年月
普通通常 書留通常 ゆうパック

引   受 配   達 引   受 配   達 引   受 配   達

平成 年計

年計

平成 年 月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

資料：小川郵便局  

※ときがわ町、東秩父村を含む。 

郵便施設数   

集配局 渉外局 窓口局 簡易局 切手販売所 ポスト数
郵便私書箱

設備数 貸与数

資料：小川郵便局  平成 年末現在 

※ときがわ町、東秩父村を含む。

※集配局：郵便物の配達を行う郵便局。

渉外局：外務社員の配置がある郵便局。

窓口局：窓口業務のみ行う郵便局。
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入込観光客数

区 分
入込観光客数

（千人）
備 考

ハイキング及び登山客 町内ハイキングコース(官ノ倉山など)

花見客及び紅葉狩り客 カタクリ、ヒガンバナなど

寺社参詣及び文化財

天然記念物見学客

遊園地客 見晴らしの丘公園

各種行事まつり見学客 七夕まつりなど

スポーツ客
ゴルフ、

小川和紙マラソン大会など

産業観光客  
埼玉伝統工芸会館、

手漉和紙・酒醸造元など

その他 県立小川げんきプラザなど

計

資料：にぎわい創出課  平成 年度

埼玉伝統工芸会館月別入館者数 （単位：人）

区分 大 人 子 供 合 計

平成 年度

平成 年   月

月

月

月

月

月

月

月

月

年 月

月

月

資料：にぎわい創出課 
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区分 大 人 子 供 合 計

平成 年度

平成 年 月

月

月

月

月

月

月

月

月

年    月

月

月

資料：にぎわい創出課 

見晴らしの丘公園ローラー滑り台利用者数 単位：人

小川町和紙体験学習センター利用者数 (単位：人)  

年度（平成） 利用者数

資料：にぎわい創出課

和紙体験学習センターってどんなところ？和紙体験学習センターってどんなところ？

小川町和紙体験学習センターは、昭和 年（ 年）

に和紙の研究施設として埼玉県が建設した建造物です。 平

成 年に埼玉県から小川町に移管されました。現在では和

紙の手漉き体験ができる他、和紙で作成された多様な展示物

を見学することができる施設となっています。

所在地：小川町大字小川
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保険・福祉

男性平均寿命： 年。県内６３市町村中２８位（平成２２年）

女性平均寿命： 年。県内６３市町村中３２位（平成２２年）

男性 歳健康寿命： 年。県内６３市町村中１９位（平成２５年）

女性 歳健康寿命： 年。県内６３市町村中５位（平成２５年）

※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。埼玉県では、 歳

に達した人が、介護保険制度の「要介護 」以上に認定された時点を障害発生時点と考えて、それま

での期間を健康寿命としている。
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国民年金の概要

（１）加入状況

年度

平成

被保険者数（人）

納付率

（％）
第 １ 号

第３号
強制 任意

資料：町民課

（２）支給状況 

新法

年度

平成

老齢基礎年金 障害基礎年金 遺族基礎年金

受給権者

（人）

支給額

（千円）
受給権者 支給額 受給権者 支給額

旧法

年度

平成

老齢年金 通算老齢年金

受給権者

（人）

支給額

（千円）

受給

権者
支給額

短期

年度

平成

障害年金 障害基礎年金（拠出） 障害基礎年金（福祉） 遺族基礎年金（拠出） 寡婦年金（新法分）

受給権者

（人）

支給額

（千円）

受給

権者
支給額

受給

権者
支給額

受給

権者
支給額

受給

権者
支給額

資料：町民課
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国民健康保険の概要

年度

(平成)

国保加入

世帯数

（年度末

現在）

被保険者

数（年度

末現在）

給 付

療 養 の 給 付 療 養 費 高 額 療 養 費
高額介護合算療

養費

そ の 他 の

保 険 給 付

件数
費用額

（千円）
件数

費用額

（千円）
件数

給付額

（千円）
件数

給付額

（千円）
件数

給付額

（千円）

資料：町民課

（１）第一号被保険者数（各年度末現在） （単位：人）

年度

（平成）

６５歳以上

７５歳未満
７５歳以上 計

介護保険の概要

（２）要介護（要支援）認定者数（各年度末現在） （単位：人）

年度

（平成）
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

（３）居宅介護（支援）サービス受給者数（各年度末現在） （単位：人）

年度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計
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（４）施設介護サービス受給者数（各年度末現在） （単位：人）

年度

（平成）

介護老人福祉

施設

介護老人保健

施設

介護療養型医

療施設
計

（５）保険給付 （単位：千円）

年度

（平成）

介護サービス

等諸費

支援サービス

等諸費

高額介護

サービス費

特定入所者介

護サービス費

市町村

特別給付費
計

（６）介護サービス事業者数 

区分

居宅サービス 介護保険施設

居
宅
介
護
支
援

訪
問
介
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
看
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

介
護
予
防
支
援

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ

短
期
入
所
生
活
介
護

短
期
入
所
療
養
介
護

特
定
施
設
生
活
介
護

福
祉
用
具
貸
与
販
売

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

老
人
福
祉
施
設

老
人
保
健
施
設

療
養
型
医
療
施
設

施設

数

在宅福祉事業の状況

年度

（平成）

配食サービス利用者

年度間延人数（人）

紙おむつ購入費補助

件数（件）

緊急連絡システム設置

件数（件）

一人暮らし高齢者数

（人）

資料：長生き支援課 

資料：健康福祉課 平成 年 月現在
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身体障害者手帳所持者数 （単位：人）
年度

(平成) 歳以下 １８～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳以上 合 計

資料：健康福祉課 各年度末現在

療育手帳所持者数 （単位：人）

年度 歳以下 １８～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳以上 合 計

資料：健康福祉課 各年度末現在

精神障害手帳所持者数 （単位：人）

年度

(平成) 歳以下 １８～３９歳 ４０～６４歳 ６５歳以上 合 計

－

資料：健康福祉課 各年度末現在

マイナンバーカード交付枚数

年月 枚数

平成 年 月

月

月

月

月

月

月

月

月

計

資料：町民課 平成 年 月現在

マイナンバーカードってなに？マイナンバーカードってなに？

マイナンバーカードとは、個人番号を証明する書類や本人

確認の際の公的な身分証明として利用できるカードです。希

望者本人の申請により平成 年 月から交付されています。

住民票を有する全ての人に郵送された紙の通知カードとは

異なり、マイナンバーカードには顔写真やＩＣチップが埋め

込まれ、 枚でさまざまな行政サービスや身分証明に利用でき

ます。

（単位：枚）
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重度心身障害者医療費支給状況
年度

平成

受給者数

（人）

受診件数

（件）
支給額（円）

資料：健康福祉課

後期高齢者医療の概要

年度

(平成)

被 保 険 者 数（人） 療 養 給 付 費 等

（年度末現在） 件 数（件） 費用額（千円）

資料：町民課 

在宅重度心身障害者手当支給状況

年度

平成

受給者数

（人）
支給額（千円）

資料：健康福祉課
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こども医療費支給状況 
年度

(平成)
登録数 支給件数（件） 支給額（千円）

資料：子育て支援課

児童手当支給状況

年度 支給対象
支給額（千円） 

平成 延児童数 人

資料：子育て支援課 

※平成２４年度から現行制度に改正。（支給月額は変更なし） 

※平成２４年６月分から所得制限が設けられる。 

所得制限限度額超過の場合、特例給付として、児童一人につき一律 円を支給。 

保育所の概要 （単位：人）

保育所名 定員
保育の実施児童数

保育士
その他

の職員

保育士 人

当たりの

園児数総数 歳 歳 歳 歳 歳 歳

総   数

公
立

竹沢保育園

大河保育園

八和田保育園 －

私
立

小川保育園

小川エンゼル保育園

小川大芦保育園 －

資料：子育て支援課 平成２８年４月１日現在 
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いきいきタクシー券交付状況
年度

平成

申請者数

（人）

利用券数

（枚）
金額（円）

資料：健康福祉課

（単位：円）募金の状況 

年度

平成

共同募金

（赤い羽根）
共同募金（歳末） 日赤募金

２３

２４

２５

２６

２７

資料：社会福祉協議会 

総合福祉センター（パトリアおがわ)プール・浴場・交流室利用者数の推移（単位：人）

年度

(平成)
利 用 者 数

２３

２４

２５

２６

２７

資料：総合福祉センター（パトリアおがわ）

ふれあいプラザおがわ利用者数の推移（単位：人）

年度

(平成)
貸館 トレーニングルーム 計

資料：ふれあいプラザおがわ
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教育・文化

人当たりの年間図書貸出冊数： 冊。県内６３市町村中４位（平成２６年）
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学校の概要

区   分

平成 年 平成 年

学校

(等)数

教員数

（人）

学級数

学級

園児・児童・生徒数 人 学校

(等)数
教員数 学級数

園児・児童・生徒数

計 男 女 計 男 女

総       数

幼稚園

小学校

中学校

高等学

資料：学校基本調査、埼玉県立小川高等学校 学校要覧 各年 月 日現在

※小学校、中学校、高等学校教員数は本務者人数。 

幼稚園年齢別園児数の推移 （単位：人）

年度

平成

総          数 ３  歳  児 ４  歳  児 ５  歳  児

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

２４

２５

２６

２７

２８

資料：学校基本調査  各年５月１日現在 

小学校・中学校・高等学校  児童生徒数の推移 （単位：人）

学     校     名 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

小

学

校

計

八和田小学校

小川小学校

竹沢小学校

大河小学校

東小川小学校

みどりが丘小学校

中
学
校

計

東中学校

西中学校

欅台中学校

高
等
学
校

計

小川高等学校全日制

小川高等学校定時制

資料：学校教育課、学校基本調査  各年５月１日現在
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学 校 ・ 学 年 別 児 童 生 徒 数   

（１）小学校 

学校名

児童数（人）
学級数

(学級)

教員数

（人）総数 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
特別支援

学級

総 数

八和田小学校

小川小学校

竹沢小学校

大河小学校

東小川小学校

みどりが丘小学校

資料：学校教育課  平成２８年５月１日現在

（２）中学校

学校名

生徒数（人）
学級数

(学級)

教員数

（人）総数 １年 ２年 ３年
特別支援

学級

総 数

東中学校

西中学校

欅台中学校

資料：学校教育課  平成２８年５月１日現在

（３）高等学校 （単位：人）

学校名
生徒

総数

全日制生徒数 定時制生徒数

計 年 年 年 計 年 年 年 年

小川高等学校

資料：学校基本調査  平成２８年５月１日現在
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学校別校地及び校舎面積

（１）小学校 （単位：㎡）

学   校   名
校地面積 校舎面積 児童一人当たりの面積

建物敷地 運動場 校舎 屋内運動場 校舎 運動場

八和田小学校

小川小学校

竹沢小学校

大河小学校

東小川小学校

みどりが丘小学校

資料：学校教育課  平成 年 月 日現在

（２）中学校 （単位：㎡）

学     校     名
校地面積 校舎面積 生徒１人当たりの面積

建物敷地 運動場 校舎 屋内運動場 校舎 運動場

東中学校

西中学校

欅台中学校

資料：学校教育課 平成 年 月 日現在
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中学校卒業後の状況 （単位：人）

区  分
総 数

高等学校等

進学者 Ａ
就職者 その他

Ａのうち就職

している者(再掲)
進学率

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

平成 年度卒業生 － － － －

平成 年度卒業生 － － － －

平成 年度卒業生 － － － －

平成 年度卒業生 － － －

平成 年度卒業生 － － － － － －

資料：学校基本調査

※専修学校等入学者はその他に含む。

定 時 制 （単位：人）

区 分
卒業者

総 数
進 学 就 職 その他

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

資料：埼玉県立小川高等学校 学校要覧 

高 等 学 校 卒 業 後 の 状 況   

全 日 制 （単位：人）

区   分
卒業者

総 数

大学･短大

進学者数

Ａ

専修・各種

進学者数
浪人 就職

未 定

その他

の

進学率

（％）

就

職

率

（％）

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

平成 年度卒業生

資料：埼玉県立小川高等学校 学校要覧 
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公民館利用状況

区分

団 体 利 用
個人

利用
合計青少年

団体

女性

団体

成人

団体

高齢者

団体
その他 計

利

用

団

体

数

中央 － －

大河 － －

竹沢 － － － －

八和田 － －

計 － －

利

用

回

数

（回）

中央 － －

大河 － －

竹沢 － － － －

八和田 － －

計 － －

利

用

者

数

（人）

中央 －

大河

竹沢 － － －

八和田

計

資料：生涯学習課 平成 年度

※中央公民館は大塚コミュニティセンターを含む。

公民館利用者数の推移 （単位：人）

年度 平成 総数 中央 大河 竹沢 八和田

資料：生涯学習課

※中央公民館は大塚コミュニティセンターを含む。 

公民館等事業実施・利用の状況

体育事業 文化事業等 講座事業 各館計

公民館 開催数

（件）

参加者

（人）
開催数 参加者 開催数 参加者 開催数 参加者

中央

大河

竹沢

八和田

合計

資料：生涯学習課 平成 年度

※中央公民館は大塚コミュニティセンターを含む。
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図書館利用状況 

年度 平成
利用者数

（人）

利用点数

（点）

開館日数

（日）

来館者数

（人）

資料：図書館 

図書館蔵書の状況 （単位：点）

一般書 児童書
ヤング 地域

雑誌 ＡＶ 総数
アダルト 行政資料

資料：図書館 平成２８年３月３１日現在

図書館利用登録者数 

個 人 （人）
団体 合計

地区 年齢 歳以下 〜 歳 〜 歳 歳〜 歳 歳〜 歳 歳〜 歳 歳以上

小川地区

大河地区

竹沢地区

八和田地区

みどりが丘地区

東小川地区

小川町計

比企郡内

埼玉県内

埼玉県外

合 計

資料：図書館 平成２８年３月３１日現在

町民会館（リリックおがわ）入館者数の推移 （単位：人）
年度 平成 入館者数

資料：町民会館
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社会体育施設

施   設   名 所在地 面積 （㎡） 施  設  内  容

小川町営八幡台グラウンド 大塚 番地 多目的グラウンド

・野球 １面

・サッカー  １面

・ソフトボール２面

小川町立武道館 高谷 番地 柔剣道場

弓道場（射場・的場３人立ち）

小川小学校運動場照明 小川 番地 （照明面積）

照明灯   ６基

大河小学校運動場照明 腰越 番地 （照明面積）

照明灯   ６基

小川町総合運動場 高谷 番地 多目的グラウンド

・ソフトボール  ２面

・サッカー        １面

・ トラック ８コース

・芝生スタンド

ゲートボール場

・ゲートボール  ２面

・シェルター

管理棟

第１テニスコート

・クレイコート  ４面

・シェルター棟

・スタンド

第２テニスコート

・クレイコート  ６面

・スタンド

資料：生涯学習課  平成２８年５月１日現在

学 校 給 食 施 設   

名   称 所  在  地 面 積（㎡）
対  象  学  校  数

(対象児童・生徒数）
そ  の  他

小川 番地

月額給食費

小学校       円

敷地 小学校６校 中学校       円

小川町学校 （ 人） 調理能力        食

給食センター 建物 中学校３校 職員数     １ 名     

（ 人） 栄養士 ２名

事  務   ２名

調理員  １０名

機械・運転手・ボイラー 名

資料：学校給食センター  平成２８年５月１日現在 
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小川和紙マラソン大会参加者受付状況の推移 （単位：人）

種 目 参  加  部 門
１９回

平成 年

２０回

平成 年

２１回

平成 年

２２回

平成 年

２３回

平成 年

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

部 一般男子 （ 歳以上 歳未満）

部 男子 歳代

部 男子 歳代

部 男子 歳代 ※ア ※ア

部 一般女子 （ 歳以上 歳未満）

部 女子 歳以上

小 計

１
０
ｋ
ｍ

部 一般男子 （ 歳以上 歳未満）

部 男子 歳代

部 男子 歳代

部 男子 歳以上 ※ア ※ア

部 一般女子 （ 歳以上 歳未満）

部 女子 歳以上

部 高校男子 ※イ

小 計

５
ｋ
ｍ

部 一般男子 （ 歳以上 歳未満）

部 男子 歳以上

部 一般女子

部 女子 歳以上 （ 歳以上 歳未満）

部 高校女子 ※ウ

小 計

３
ｋ
ｍ

部 中学男子

部 中学女子

小 計

２
ｋ
ｍ

部 小学男子 ４・５・６年生

部 小学女子 ４・５・６年生

部 親 子 親と１・２・３年生

小 計

合計

資料：生涯学習課

※ア 回、 回大会の男子 歳以上参加人数は、男子 代に含む。

※イ 回大会の ｋｍ高校男子は、 ｋｍ一般男子に含む。

※ウ 回大会の ｋｍ高校女子は、 ｋｍ一般女子に含む。
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指定文化財一覧

指定区分 種別 名称 員数 所在地等 指定年月日

国 有形文化財 建造物 吉田家住宅 棟 勝呂 平成元年 月 日

国 有形文化財 考古資料 石造法華経供養塔 基 下里 大聖寺 大正 年 月 日

国 有形文化財 考古資料 板碑 基 下里 大聖寺 昭和 年 月 日

国 記念物 史跡 比企城館跡群 小倉城跡 か所 下里 平成 年 月 日

国 記念物 史跡 下里・青山板碑製作遺跡 か所 下里 平成 年 月 日

国 無形文化財 工芸技術 細川紙 細川紙技術者協会 昭和 年 月 日

県 有形文化財 建造物 八宮神社社殿及び青麻三光神社本殿 棟 小川 八宮神社 平成 年 月 日

県 記念物 史跡 穴八幡古墳 基 増尾 昭和 年 月 日

県 記念物 史跡 腰越城跡 か所 腰越 平成 年 月 日

県 記念物 史跡 四ツ山城跡 か所 高見 平成 年 月 日

県 記念物 旧跡 諏訪神社奉祀跡 か所 奈良梨 昭和 年 月 日

県 記念物 旧跡 仙覚律師遺跡 か所 大塚 昭和 年 月 日

県 記念物 天然記念物 堂平ヒカリゴケ自生地 か所 腰越 昭和 年 月 日

県 記念物 天然記念物 古寺鍾乳洞 か所 上古寺 昭和 年 月 日

県 記念物 天然記念物 下里の大モミジ 本 下里 昭和 年 月 日

県 記念物 天然記念物 下里のスダジイ林 か所 下里 平成 年 月 日

町 有形文化財 絵画 武田信俊筆鷹絵図 幅 上横田 輪禅寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 絵画 絹本着色徳川家康画像 幅 中爪 普光寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 彫刻 龍谷薬師如来立像 躯 小川 昭和 年 月 日

町 有形文化財 彫刻 東昌寺薬師如来立像 躯 角山 東昌寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 彫刻 安照寺木造阿弥陀如来立像 躯 木部 安照寺 平成 年 月 日

町 有形文化財 工芸品 諏訪神社鰐口 口 奈良梨 八和田神社 昭和 年 月 日

町 有形文化財 書跡 山岡鉄舟の白鳥神社の幟旗 対 勝呂 白鳥神社 平成 年 月 日

町 有形文化財 書跡 山岡鉄舟の木呂子の幟旗（紙本） 対 木呂子区 平成 年 月 日

町 有形文化財 古文書 岡本家文書 下古寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 古文書 笠原家文書 飯田 昭和 年 月 日

町 有形文化財 古文書 酒井家文書 増尾 昭和 年 月 日

町 有形文化財 古文書 福島家文書 腰越 昭和 年 月 日

町 有形文化財 古文書 松本家文書 上古寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 古文書 山口家文書 勝呂 昭和 年 月 日

町 有形文化財 古文書 横川家文書(写) 点 腰越 平成 年 月 日

町 有形文化財 古文書 笠間家文書 小川 平成 年 月 日

町 有形文化財 古文書 小久保家文書 上古寺 平成 年 月 日

町 有形文化財 古文書 本多家文書 中爪他 平成 年 月 日

町 有形文化財 歴史資料 青木てる肖像画付任命状 点 小川 平成 年 月 日

町 有形文化財 歴史資料 日惺授与曼荼羅 幅 大塚 平成 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 円城寺板石塔婆 基 青山 円城寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 大梅寺二連板石塔婆 基 大塚 大梅寺 昭和 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 大橋堂阿弥陀三尊種子板石塔婆 基 青山 昭和 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 西古里地蔵菩薩板石塔婆 基 西古里区 平成 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 阿弥陀図像板石塔婆 基 下里 平成 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 題目板石塔婆 基 下里 平成 年 月 日

町 有形文化財 考古資料 大梅寺無縫塔 基 大塚 大梅寺 平成 年 月 日

町 民俗文化財 有形民俗文化財 小川祇園祭り 本一屋台 基 本一 平成 年 月 日

町 民俗文化財 有形民俗文化財 小川祇園祭り 本二屋台 基 本二 平成 年 月 日

町 民俗文化財 有形民俗文化財 小川祇園祭り 仲町屋台 基 仲町 平成 年 月 日

町 民俗文化財 有形民俗文化財 小川祇園祭り 錦町屋台 基 錦町 平成 年 月 日

町 民俗文化財 有形民俗文化財 小川祇園祭り 相生町屋台 基 相生町 平成 年 月 日

町 民俗文化財 無形民俗文化財 下里の獅子舞 下里獅子舞保存会 昭和 年 月 日

町 民俗文化財 無形民俗文化財 上古寺氷川神社のエンエンワ 上古寺 氷川神社 平成 年 月 日
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指定区分 種別 名称 員数 所在地等 指定年月日

町 記念物 歴史資料 飢饉警告之碑 基 勝呂 昭和 年 月 日

町 記念物 史跡 武田氏一族の墓域 か所 上横田 輪禅寺 昭和 年 月 日

町 記念物 史跡 青山（割谷)城跡 か所 青山 平成 年 月 日

町 記念物 史跡 奈良梨陣屋跡 か所 奈良梨 八和田神社 平成 年 月 日

町 記念物 史跡 行人塚塚群 か所 上横田 平成 年 月 日

町 記念物 史跡 鎌倉街道上道跡 か所 能増・伊勢根・奈良梨 平成 年 月 日

町 記念物 史跡 青山の百庚申付円城寺富士講碑 か所 青山 平成 年 月 日

町 記念物 史跡 下横田の百庚申 か所 下横田 平成 年 月 日

町 記念物 史跡 中城跡 か所 大塚 平成 年 月 日

町 記念物 天然記念物 熊野神社の大スギ 本 靭負 熊野神社 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 白山神社の大カシ 本 増尾 白山神社 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 八幡神社の大ケヤキ 本 大塚 八幡神社 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 八和田神社の大スギ 本 奈良梨 八和田神社 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 鈴木家の大クワ 本 奈良梨 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 関根家のタイサンボク 本 下里 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 横川家のトチノキ 本 腰越 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 福島家のマキ 本 腰越 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 青山氷川神社の森 か所 青山 氷川神社 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 根岸山の大グミ 本 靭負 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 自性院のカヤ 本 腰越 自性院 昭和 年 月 日

町 記念物 天然記念物 三光神社の大スギ 本 木部 三光神社 平成 年 月 日

町 記念物 天然記念物 笠山のブナ林 か所 腰越 平成 年 月 日

町 記念物 天然記念物 青山天満宮のヒサカキ 本 青山 平成 年 月 日

資料：生涯学習課  平成 年 月 日現在

登録文化財一覧 
登録区分 種別 名称 員数 所在地等 指定年月日

国 有形文化財 建築物 割烹旅館二葉本店本館 棟 大塚 平成 年 月 日

国 有形文化財 建築物 割烹旅館二葉本店六六亭 棟 大塚 平成 年 月 日

資料：生涯学習課 平成 年 月 日現在

「指定文化財」と「登録文化財」の違いってなに？「指定文化財」と「登録文化財」の違いってなに？

国や県及び市町村では、文化財保護法や独自の条例を定め、文化財を後世に

継承するよう取り組んでいます。指定文化財とは、国や地方公共団体が特に重

要な文化財を厳選、指定し、保護を図っているものです。主に国宝や重要文化

財、史跡、天然記念物と呼ばれるものは、この指定文化財にあたります。

一方で登録文化財とは、所有者が申請することで登録される文化財で、従来

の指定文化財の制度を補完するものです。近年の生活様式の変化や土地開発の

進展により消滅の危機にさらされている有形文化財を幅広く保護する目的があ

ります。有名な東京タワーも、この登録文化財の一つです。
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医療・衛生

人口 万人当たり医師数： 人。県内 市町村中 位（平成 年）※実数 人

人口 万人当たり看護師数： 人。県内 市町村中 位（平成 年）※実数 人
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医療施設数の推移
年

（平成）
総数 病院

一般

診療所

歯科

診療所
助産所 施術所 薬  局

－

－

－

－

－

資料：東松山保健所 各年３月３１日現在

医療従事者数の推移 （単位：人）

年

（平成） 
総数 医師

歯科

医師
薬剤師 看護師

准看

護師
助産師 保健師

資料：東松山保健所 各年１２月３１日現在

献血者数の推移

年度

（平成）

実施回数

（回）

献血者数（人）

計

資料：健康福祉課

乳幼児健診・相談状況 

年度

（平成）

４か月児健診 １歳６か月児健診 ３歳児健診 乳幼児相談

該当

者数

（人）

受診

者数

（人）

事  後

指導数

（回）

該当

者数

受診

者数

事  後

指導数

該当

者数

受診

者数

事  後

指導数

回数

回

受診

者数

（人）

資料：健康福祉課 
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がん検診の状況 （単位：人）

が ん 検 診 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

胃がん 
受診者数

要精検者数

肺がん 
受診者数

要精検者数 －

乳がん 
受診者数

要精検者数

子宮がん 
受診者数

要精検者数

大腸がん 
受診者数

要精検者数

前立腺がん 
受診者数 － －

要精検者数 － －

資料：健康福祉課

※前立腺がんは、平成 年度をもって終了。

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度がんクーポン検診等 

乳がん 
受診者数

要精検者数

子宮がん 
受診者数

要精検者数

大腸がん 
受診者数

要精検者数

資料：健康福祉課

※がんクーポン検診は、平成 年度をもって終了 。

町のがん検診て、どんなもの？町のがん検診て、どんなもの？

日本人の死因で最も多いのが、悪性新生物（がん）です。しかしながら、医療技

術の進歩によって、早期発見、早期治療で治せるがんが増えています。町では、一

人でも多くの町民の方に受診してもらうため、健康保険に関係なく低負担で受診で

きる集団がん検診を行っています。

定期的に健診を受けて、がんの早期発見、早期治療に努めましょう。
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健康診査等の状況

区 分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

特定健康診査

対象者数（人）

受診者数（人）

受診率（％）

特定保健指導

対象者数（人）

受診者数（人）

受診率（％）

資料：健康福祉課

選択死因別死亡数 （単位：人）

区 分 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年

総 数

結 核 － －

悪性新生物

糖尿病

高血圧性疾患

心疾患(高血圧性を除く)

脳血管疾患

大動脈瘤及び解離

肺 炎

慢性閉塞性肺疾患

喘 息 ー － － －

肝疾患

腎不全

老 衰

不慮の事故

自 殺

その他

資料：東松山保健所 
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予防接種の状況 

法律により定められるもの（Ａ類疾病） 

区分

（平成）

ヒブ 小児用肺炎球菌 四種混合 三種混合 生ポリオ 不活化ポリオ ＢＣＧ

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

－ － － － － － － － －

－ － － － －

－ －

－ － － －

－ － － －

区分

平成

麻しん風しん 麻しん 風しん 水痘 日本脳炎 二種混合 子宮頸がん

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

･ 期：
－ － － －

期：
－ －

･ 期： 期： 

･ 期：
－ － － －

期：
－ －

･ 期： 期： 

－ － － －
期： 

期：  

－ －
期： 

－
期： 

－ －
期： 

－
期： 

資料：健康福祉課

※麻しん風しん 期・ 期：流行に対応した平成 年度までの経過措置 。

※不活化ポリオワクチン：平成 年 月 日から定期接種導入。生ポリオワクチンの集団接種は平成 年 月で終了。  

※四種混合ワクチン：平成 年 月 日から定期接種導入 。

※ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン：平成 年 月 日から定期接種導入 。

※子宮頸がん予防ワクチン：平成 年 月 日から定期接種導入。同 月 日厚労省からの通知により積極的勧奨差し控え。 

※水痘：平成 年 月 日から定期接種導入。平成 年度のみ 歳～ 歳児も対象 。

※三種混合：平成 年 月市場での販売終了 。

※高齢者肺炎球菌：平成 年 月 日から定期接種導入。平成 年度までは 歳、 歳、 歳、 歳、 歳、

歳、 歳、 歳が対象。平成 年度のみ 歳以上も対象。

Ｂ類疾病

区分

（平成）

高齢者

インフルエンザ
高齢者肺炎球菌

該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

－ －

－ －

－ －

資料：健康福祉課



76

法定外予防接種（ヒブ・小児用肺炎球菌） 

区分 ヒブ 小児用肺炎球菌

対象年（月）齢
該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

平成 年度

か月～ か月未満

か月～ 歳未満

歳

歳

歳

歳

平成 年度

か月～ か月未満

か月～ 歳未満

歳

歳

歳

歳

法定外予防接種（子宮頸がん予防ワクチン）

区分 サーバリックス ガーダシル

対象年（月）齢
該当

者数

接種

者数

該当

者数

接種

者数

平成 年度

中学 年生（ 歳相当）

中学 年生（ 歳相当）

中学 年生（ 歳相当）

高校 年生（ 歳相当） － － － －

平成 年度

中学 年生（ 歳相当）

中学 年生（ 歳相当）

中学 年生（ 歳相当）

高校 年生（ 歳相当）

資料：健康福祉課

※ヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン：子宮頸がん等予防ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金事業で平成

年度・平成 年度実施。

高齢者肺炎球菌ワクチン・風しん接種費用助成申請者数

年度

（平成）

高齢者肺炎球菌 風しん

申請者 申請者

‐

‐

資料：健康福祉課

※ 高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業：平成 年度～平成 年度に実施。対象は 歳以上の者。

※ 風しん予防接種費用助成事業：平成 年度～平成 年度に実施。対象は 歳～ 歳までの妊娠予定又

は希望する助成とその夫。妊婦の夫。  
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畜犬登録狂犬病予防注射実施頭数（単位：頭）

年度

（平成） 
登録総数 注射総数

資料：環境農林課  

合併処理浄化槽設置届出数（単位：件）

年度

（平成）
総数

地区別

小川 大河 竹沢 八和田

資料：上下水道課

一般廃棄物処理状況

年度

（平成）

人口

（年度末）

世帯数

（年度末）

年間総

排出量

（ｔ）

１人当り

１日排出量

（ ）

焼却(ｔ) 埋立(ｔ) 資源化(ｔ)

資料：環境農林課 

し尿処理状況

年度

（平成）

し尿浄化槽 浄化槽
処理量合計

（ｋｌ）
稼働日当たり

処理量(

浄化槽汚泥

混入率（％）
処理量( 前年度比(%) 処理量( 前年度比(%)

△ 

△ △ 

△ 

△ △ 

△ △ 

資料：環境農林課 
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警察・消防

犯罪率： 。県内６３市町村中５番目に低い。（平成２６年）

※犯罪率とは、人口千人当たりの刑法犯認知件数のこと。

出火率： 。県内６３市町村中７番目に高い。（平成２６年）

※出火率とは、人口１万人当たりの出火件数のこと。
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刑法犯罪種別認知・検挙状況 （単位：件）

区  分
平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

認知 検挙 認知 検挙 認知 検挙 認知 検挙 認知 検挙

総 数

凶悪犯 － － － － －

粗暴犯

窃盗犯

知能犯 － －

風俗犯

その他

資料：小川警察署

※凶悪犯：殺人、強盗、強姦、放火など 。

粗暴犯：傷害、暴行、恐喝、脅迫など 。

窃盗犯：空き巣など 。

知能犯：詐欺、背任、横領など 。

風俗犯：猥褻、風営法違反など 。

年次別交通事故発生状況(人身事故)

区 分 小川町 嵐山町 ときがわ町 東秩父村 埼玉県 全  国

平成 年 件数

死者数 － － －

傷者数

平成 年 件数

死者数 － － －

傷者数

平成 年 件数

死者数 －

傷者数

平成 年 件数

死者数 － －

傷者数

平成 年 件数

死者数 －

傷者数

資料：埼玉県警察本部交通部交通企画課

※高速道路上の事故を含む。
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道路別交通事故発生状況 人身事故

道      路     名
平成２６年 平成２７年

件数 死者数 傷者数 件数 死者数 傷者数

総 数 

国道 号 

国道 号バイパス － －

県道熊谷小川秩父線 － －

県道熊谷小川秩父線環状１号バイパス － －

県道飯能寄居線 － －

県道本田小川線 － － － －

県道西平小川線 － － － － － －

県道菅谷寄居線 － －

県道赤浜小川線 － －

町道 － －

－ －その他 

資料：埼玉県警察本部交通部交通企画課

※高速道路上の事故を含む。

法令違反別交通事故発生状況 人身事故

法 令 違 反
平成２６年 平成２７年

件数 死者数 傷者数 件数 死者数 傷者数

総数

信号無視  － － －

通行区分違反  － － －

最高速度違反  － － － － －

追越し違反  － －

右折違反  － － － － － －

左折違反  － － － － －

優先通行違反  － －

交差点安全通行義務違反 － － －

歩行者妨害等  － － － －

徐行場所違反  － － － －

一時停止違反  － －

酒酔い運転  － － － － － －

安全運転

義務違反

ハンドル・ブレーキ操作不適 － － －

前方不注意 － －

動静不注視 － －

安全不確認 － －

予測不適 － － － － －

その他の安全運転義務違反 － － － － －

その他の違反  － －

歩行者が第一当事者となった場合 － － －

違反なし  － － － －

不明 － －

無免許運転（再掲） － － － － －

資料：埼玉県警察本部交通部交通企画課 

※件数欄は、第一当事者の法令違反数。傷者欄は、傷者の法令違反数。  
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市町村交通災害共済加入・支払状況

年度

（平成）

総人口 人 加     入    者     数（人） 給付 支払金額

月 日) 一   般
中学生

以下
計

加入率
申請件数 （千円)

資料：政策推進課

市町村交通災害共済ってなに？市町村交通災害共済ってなに？

市町村交通災害共済とは、加入者が交通事故によってけがをしたり、死亡したときに、見舞金

をお支払いする相互扶助制度です。加入年の 月 日から翌年 月 日の 年間が共済期間とな

り、会費は 円（中学生以下 円）です。万が一交通事故によりけがをして 日以上通院も

しくは入院をした場合には、日数などに応じて 万円から 万円の見舞金が支払われます。

町役場、郵便局で加入することができます。万が一の時に備えましょう。

出火原因別火災件数 （単位：件）

年次

（平成）
計

た
ば
こ

こ
ん
ろ

電
気
配
線

ス
ト
ー
ブ

た
き
火

放
火

放
火
の
疑
い

火
遊
び

そ
の
他

不
明
・
調
査
中

－ － － － － －

－ － －

－ －

－ － －

資料：比企広域消防本部 消防年報  

火災発生件数と損害額

年次

（平成）

火災発生件数（件）

損害額（千円)

焼損面積

計 建物 林野 車両 その他 建物（㎡）
林野その他

（ ）

－ － － －

－ －

資料：比企広域消防本部 消防年報 



83

救急出動件数 （単位：件）

年次

（平成）

計 火
災

自
然
災
害

水
難

交
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
害

自
損
行
為

急
病

そ
の
他

－ －

－

－

－ －

資料：比企広域消防本部 消防年報

消防施設の状況

区分
署

分団数等

職員

団員数

（人）

指令車

（台）

指揮車

（台）

消防ポンプ自動車等（台） 救助

工作

車

（台）

救急車

（台）

消防水利

水槽車

水槽付

ポンプ

車

ポンプ

車

はしご

車
消火栓

防火

水槽

常備消防 署 分署

消防団 － － － － － － － －

資料：比企広域消防本部小川消防署  平成２８年４月１日現在 
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選挙・財政

投票率： ％。県内 市町村中 位（平成 年参議院議員通常選挙）
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各種選挙の状況

執行

年月日
名称

当日有権者数（人） 投票者数（人） 投票率（％）

計 男 女 計 男 女 計 男 女

平成 年

月 日
農業委員会選挙 無投票 － － －無投票 無投票

平成 年

月 日

衆議院議員小選挙区選出

議員選挙

平成 年

月 日

参議院埼玉県選出議員

通常選挙

平成 年

月 日
小川町長選挙

平成 年

月 日
埼玉県議会議員補欠選挙 無投票 － － －無投票 無投票

平成 年

月 日

衆議院議員小選挙区選出

議員選挙

平成 年

月 日
埼玉県議会議員一般選挙 無投票 － － －無投票 無投票

平成 年

月 日
埼玉県知事選挙

平成 年

月 日
小川町議会議員一般選挙

平成 年

月 日

参議院埼玉県選出議員

通常選挙

資料：選挙管理委員会 

※平成 年法改正により、農業委員会委員の選挙制度が廃止され、町長の任命制に変更。

年次別有権者数の推移 
年次

（平成）
総数（人） 男（人） 女（人） 対前年比（％）

資料：選挙管理委員会 各年 月 日現在 
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投票所別有権者数の推移 （単位：人）

投
票
区

投      票      所
平成２３年 月 日現在 平成２８年 月 日現在

計 男 女 計 男 女

中央公民館

小川町役場

大塚コミュニティセンター

下小川公会堂

下里二区集落農業センター

角山中区集会所

八和田公民館

能増公会所

中爪文化センター

靱負区民センター

竹沢公民館

大河公民館

腰中集落農業センター

腰上公会堂

青一公会堂

青上集落センター

古寺公会堂

飯田集落センター

東小川自治会館

みどりが丘自治会館

合        計

資料：選挙管理委員会

まちづくり寄付金（ふるさと納税）の状況

年度

（平成）
件数（件） 寄付額（円）

資料：政策推進課
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一般会計歳入歳出決算の推移 
( 歳入 ) （単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

町 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ 場利 用税 交付金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

（歳出) （単位：千円)

款            別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

資料：小川町歳入歳出決算書
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 決 算 の 推 移  
（歳入) (単位：千円)

款 別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

国 民 健 康 保 険 税

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

療養給付費等交付金

前 期 高 齢 者 交 付 金

県 支 出 金

共 同 事 業 交 付 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

（歳出） (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

総 務 費

保 険 給 付 費

後期高齢者支援金等

前期高齢者支援金等

老 人 保 健 拠 出 金

介 護 納 付 金

共 同 事 業 拠 出 金

保 健 事 業 費

基 金 積 立 金

公 債 費

諸 支 出 金

資料：小川町歳入歳出決算資書
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後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 決 算 の 推 移    

（歳入) (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

（歳出） (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

総 務 費

後期高齢者医療広域連合納付

諸 支 出 金

資料：小川町歳入歳出決算資書

介護保険特別会計決算の推移 

(歳入) (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

保 険 料

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

支 払 基 金 交 付 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

（歳出） (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

総 務 費

保 険 給 付 費

地 域 支 援 事 業 費

基 金 積 立 金

諸 支 出 金

資料：小川町歳入歳出決算書 
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農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 決 算 の 推 移 
( 歳入 ) (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

（歳出） (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

総 務 費

公 債 費

資料:小川町歳入歳出決算書

下水道事業特別会計決算の推移  
( 歳入 ) (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 債

（歳出） (単位：千円)

款別 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総 額

総 務 費

事 業 費

公 債 費

資料：小川町歳入歳出決算書 
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水道事業決算の推移 

（１）収益的収入及び支出 

（収入) （単位：千円）

区分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

水 道 事 業 収 益

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

（ 支 出 ） （単位：千円）

区 分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

水 道 事 業 費 用

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

（２）資本的収入及び支出

（収入） （単位：千円）

区分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

資 本 的 収 入

企 業 債

負 担 金

寄 附 金

固 定 資 産 売 却 代

金

国 庫 補 助 金

（支出） （単位：千円）

区分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

資料：上下水道課
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町税の推移

（ 単位：千円 ）

区        分 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総        額

町民税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

鉱産税

特別土地保有税

都市計画税

人  口（人）

(各年 月 日)

資料：税務課

※( )内は町民 人当たりの税額。




